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１　未来を切り拓く学ぶ力の育成 【知性】

２　未来を切り拓く人間力の育成 【気概・社会性】

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 福　　岡 高等学校

　成果としては、①不登校対応における
「生徒サポート連絡会」の充実、②学業
と部活動の充実、③進路指導の充実、
④職員の資質向上、⑤学校教育活動の
効果的な実施、があげられる。
　課題としては、①読書量の減少（デジ
タル図書の活用も含めて検討）、②ＡＩの
活用（授業における位置付けや活用方
法を各教科で検討）、③学校行事等の
運営（実施時期や形態も含めて検討）、
④生徒指導の在り方（「主体性」の定義
について共通理解を図り生徒の中にど
のように醸成するのか検討）、があげら
れる。
　一般入学者選抜の志願状況から、私
立高校の授業料無償化の影響はないと
は言えず、「選ばれる学校づくり」を更に
推進していく必要がある。

〇校訓のもと、気高さのある生徒の育成
〇知性を磨き、真理を愛し、文武にわたって努力する誇りある生徒の育成
〇豊かな情操と広い視野を持つ生徒の育成

学校運営計画（４月）

評価
（総合）

② 文武両道に励み、失敗を恐れず果敢にチャレンジする意欲・態度を身に付
け、未来をたくましく切り拓く強靭な心身の育成を図る。

③ 他者を尊重し、他者とつながる力を身に付け、集団の中での自己の役割と責
任を自覚し、他者と協働して粘り強く目的の達成を目指す態度と実践力を培う。

④ 人権尊重の精神及び豊かな情操・道徳心を基盤に、多様性を尊重し、いじめ
や不正を許さない意識や態度を醸成するとともに、特別支援教育の視点を生か
した生徒指導の充実を図り、公共の精神に基づく社会の一員としての自覚と責任
感を育てる。

① ＩＣＴの活用による授業改善をはじめ、生徒の実態に応じた本校独自の個別最
適な学びを充実させ、思考力、判断力、表現力及び知識の理解の質を更に高め
るとともに、自立の基盤となる確かな学力を育成する。

② 主体的・対話的で深い学びの実現により、本質を捉え真理を求める態度や、
自ら課題を見出しその解決策を探求する力を育てる。

③ 自律した学習習慣と、志の実現に向けて粘り強く果敢に挑戦できる「学習体
力」を育成する。

学校運営方針

グラデュエーション・ポリシー
（育成を目指す資質・能力に

関する方針）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

スクール・ポリシー
（三つの方針）

伝統に裏付けられた自由な校風のもと、広く社会に貢献し社会をけん引する人材を育成する学校
　創立以来培われた伝統を継承しながら、生徒の個性と主体性を重視した教育活動を通して、文武に励み誇りある生き方を目指す生徒、豊かな情
操と社会性を持つ人材を育成します。

○責任感や使命感を持ち、何事にも主体的に取り組む姿勢を持つ人
○学びの過程を大切にして、自らの課題解決に向け探究する態度と自立した学習を目指す人

昨年度の成果と課題

カリキュラム・ポリシー
（教育課程の編成及び実施に

関する方針）

○自律した学習習慣を確立し、確かな基礎・基本と粘り強く果敢に挑戦する「学習体力」を育成する。
○総合的な探究の時間、学校行事、部活動等を通して、他者を尊重し、他者とつながる力を身に付け、協働し
て成果を目指す力を培う。

○未来を切り拓く学ぶ力の育成 【知性】
○未来を切り拓く人間力の育成 【気概・社会性】

アドミッション・ポリシー
（入学者の受け入れに

関する方針）

年度重点目標 具体的目標

① 高い志のもと、課題意識を持って社会の変化に主体的に向き合い、大学等と
の連携をとおして学びを社会と接続させるとともに、福高生としての誇りを持って
社会の発展に貢献しようとする気概を育てる。
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デジタル採点システムによる採点・返却に関してはセキュリティ対策を
十分に行い、また「Google Classroom」や「生徒FS」の活用を周知し、教
育の情報化に努める。

普通教室のICT機器を日頃から点検を行い、安定してICTを活用できる
ように環境を整える。

本校で使用できるICT機器の説明や有効な活用例を周知することで、
授業の促進を図る。

定期的な部長会の自治的な運営を促し、部活動上の諸課題について
主体的に解決する力を培う。

いじめアンケート等の活用、実情に即した防災・避難訓練の実施、法
令改訂等に対応した交通安全指導等を通じて安全・安心な環境づくり
を進める。

それぞれの業務についてマニュアルを作成し、周知徹底する。

評価項目

学力の向上

生徒の健全
育成

【情報課】
①教育の情報化
②ネットワークの管理
③ICTを活用した授業の促進
（DXルームの活用も含む）

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標

【図書課】
①質の高い読書体験を通じて、
読解力・思考力・表現力を育成す
る。
②本との出会いの機会を拡充
し、読書量の増加を図る。
③言語活動の充実により、主体
的・対話的で深い学びを実現す
る。

新入生対象の「新入生課題作文」、1・2年生対象の「全国青少年読書
感想文コンクール」を継続し、「書く」活動を通じて読書の質的向上を図
る。

「福高百冊ブックレット」の配布、図書館内特設コーナーの充実、広報
活動の強化、ブックハント・多読コンクール等のイベントを実施し、本に
触れる機会の拡充を図る。

各教科が連携し、がん教育をはじめとする健康教育を実施する。1学年
を対象とした専門医による思春期講演会においては、性の多様性や子
宮頸がんワクチン接種を重点事項として取り上げ、啓発を図る。

・ICTに関するアンケート

「ビブリオバトル」「読書会」「暗唱会」等の「語る」活動を実施し、言語活
動の充実を図る。

・貸出冊数調査（学校・学年・個人）
・読書調査

【生徒指導課】
①主体性を培うための生徒
指導体制作り
②自治的な部活動運営の推
奨と支援
③安全・安心に生活できる環
境づくり

生徒指導関係の規定や資料を整理して職員間で共有し、教育的意義
や方法論を周知する。

・学校生活アンケート
・いじめアンケート
・いじめに関する保護者アンケート
・健全育成委員会との意見交換
・防災避難訓練事後アンケート

【保健課】
①心身の問題を抱える生徒
の早期発見と早期対応
②保健管理・安全・健康に関
する指導の徹底

配慮を要する生徒に関する情報共有を全教員で各学期に１回実施し、
連携を取りながら支援を行う。「生徒サポート委員会」（年5回開催）に
て、配慮を要する生徒や不登校傾向の生徒について情報共有を図り、
SCからの助言を仰ぐなど関係各所と連携して適切な支援を行う。

５月の連休明けに「こころとからだのチェックリスト」を実施し、悩みや不
調を抱える生徒を早期に把握、必要に応じて個別面談やSCにつなげ
るなど、解消に向けての支援を行う。

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

観点別評価をとおして、生徒の①自らの学習を調整しようとする側面
（自己調整） ②粘り強い取組を行おうとする側面（粘り強さ）の育成を
図る。

・こころとからだのチェックリスト

具体的方策

【教務課】
①自律した学習習慣と、粘り強く
学習する体力の育成
②観点別の多面的な評価の充実
③成績管理や時間割作成業務を
ミスなく、かつ、円滑に行う。

複数の自習室を確保し、落ち着いて自主学習に取り組める環境を整え
る。また、特別時間割の作成・運用を行い、粘り強く学習するための環
境を整える。

・進路意識アンケート
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医進プログラムに関する周知と広報活動を充実させる。

医師を目指す生徒の資質向上とモチベーションの向上に関与する現
役医師や医学科合格者による研修の企画立案と精選を行う。

医学科への進路実現につながる志望理由書作成指導および面接導
等を充実させる。

キャリアセミナーを通して、職業観や勤労観を形成し、社会に貢献する
態度や姿勢を育成する。また、事後アンケートを実施し、生徒・講師双
方の満足度90％以上を目指す。

大学研究セミナーⅠⅡを活用して、進学する意義や目的意識を明確に
する。また、事後アンケートを実施し、生徒・講師双方の満足度90％以
上を目指す。

教務部教務課と連携して、総合的な探究の時間をキャリア教育として
有効活用できるよう、系統的なプログラムを計画し実施する。

広報内容を精選し、効果的に発信することで、各広報活動（体験入学・
出前授業）のアンケートの満足度９０％以上を目指す。

支援体制の更なる充実を図るため、各団体と密な連携（関連する会議
を４回以上実施。）を図る。

・進路意識アンケート
・各行事の振り返りシート

・行事に関するアンケート調査

総合型・学校推薦型選抜の入試は、募集人員の増加に伴う本校生徒
の受験者の増加が顕著であるため、組織的な指導体制を確立する必
要がある。

【企画広報課】
○諸行事の企画・運営の充
実
○広報内容の充実と活動の
活発化
○福中・福高同窓会，父母教
師会との効果的な連携

学年・分掌との密な連携とアンケート（行事ごとに実施。計２回。）の活
用により、教育効果の高い式典の運営を目指す。

教員の資質・能力
の向上

進路指導の充実

生徒の健全
育成

【研修課】
〇職員研修の内容精選
〇相互授業参観の充実
〇研究紀要の充実

福高模試、実力考査に対する生徒の取り組み方に対する指導ととも
に、模試に対する分析を充実させることで生徒と教員の双方に対する
フィードバックの充実を図る。

【生徒会課】
①主体的に考え、行動する生
徒会の育成
②伝統の革新と継承

生徒会活動の意義と主体性の意味について考え、信念を持って活動
できる生徒会を育成する。

学校生活と生徒心得について考える機会を作り、生徒総会の充実を図
り、全生徒が学校づくりに関心を持って取り組む機会を設ける。

職員研修に「ワンヘルス」「救命救急」に関する内容を追加し、研修の
充実をはかる。

年間２回以上の相互授業参観期間を設定し、教員相互による授業改
善を図る。

研究紀要の内容を各教科や各分掌等を網羅してバランスの良いもの
にする。

・職員研修内容希望調査
・職員研修実施後アンケート
・相互授業参観報告書

・行事に関するアンケート（職員対象）
・広報に関するアンケート
　　　　　　　　　（中学生・保護者対象）

・進路状況
・進路意識アンケート
・父母教師会役員との意見交換

【キャリア教育課】
①高い志を確立する契機とな
る様々な学びを通して社会に
貢献できる人間力の育成

【医進教育課】
①医学科希望生徒への進路
支援と医師を志す者のため
の様々な学びの充実

【進路指導課】
①進路意識アンケートの充実
と活用
②総合型・学校推薦型選抜
の指導体制の構築
③校内模試、実力考査の充
実

これまでの進路意識アンケートの分析の充実と、アンケート内容の再
検討を図り、生徒の実態の把握とそこから考えられる課題を明確にす
る。

行事に対して生徒が一丸となり、福高の文化、伝統、精神を共有して
いきながら、革新していく。

・進路意識アンケート
・各行事の振り返りシート
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・学校生活アンケート
・いじめアンケート

・各行事の振り返りアンケート
・学校生活アンケート

昨年度に引き続き、限られた時間をどう活用するか（自学自習、スマホ等）に対
して課題意識を持たせ、自己管理能力の向上を図る。また、集団生活であるこ
とを自覚し、自分の事だけにならず、「世のため人のため」の精神でお互いを思
いやって学校生活を送ることができる環境づくりを行う。

いじめや差別、人が嫌がる言動等を決して許さず、生徒教員全ての人が安心
安全の中で学校生活を送ることができるような環境づくりを行う。

教員と生徒、生徒同士の日頃のコミュニケーション（積極的な挨拶や何気ない
会話など）を大切にしながら良好な人間関係を構築し、報告・連絡・相談等が気
兼ねなくできるような風通しの良い環境づくりを行う。

・進路意識アンケート
・学校生活アンケート

大学研究セミナーやキャリアセミナー等を通じて、様々な価値観に触れ、自己
の目標や課題を明確にし、学習意欲や進路意識の向上に繋げる。

修学旅行やオックスブリッジ研修等をとおして、自分の人生観について考え、社
会に貢献する気概を育てるとともに、具体的に進路目標や職業選択等を考える
ことができるようにする。

・進路意識アンケート

・行事実施後の振り返りアンケート
・学校生活アンケート

中堅学年としてのリーダー
シップ・フォロワーシップの育
成を図り、最終学年に繋がる
１年間とする。

中堅学年での「中だるみ」を払拭し、更なる向上心を持ち、一人一人の持ち味を
伸ばし、各自が成長できたと実感できる１年間とし、最終学年に繋げる。また、
先輩としての自覚を持ち、後輩となる１年生の手本となるような言動を日常から
心がける。

修学旅行等の学年行事において、学校の中核としてリーダーシップ、フォロワー
シップを適切に発揮できるよう、生徒が主体的･協同的に企画･運営する機会を
設け、自力での課題解決の経験をさせる。また、行事終了後は、運営を担った
生徒と振り返り、改善点を考察して今後の活動に繋げられるようにする。

基本的生活習慣を確立し、部
活動や委員会活動と学習の
両立を通して、精神的、身体
的な成長を促す。

生徒心得の意味と意義を確認し、自身の行動について考え次につなげるサイク
ルを確立する。特にスマートフォンなどのデジタル機器の使い方、制服の着こな
しには注意する。

部活動や委員会活動への積極的な参加を促進するなど、学業以外の多様な価
値観があることを伝え、そのプロセスに目を向けて成長を温かく見守る。

日々の生徒観察に加え、年間２回の面談を実施し、生徒の不安･課題等を早期
発見し、早期から学年や関係各位と共有し、組織的な対応を行う。

学校中心の学習習慣を確立
し、教科の本質を大切にした
自律的学習を通し、粘り強い
学習姿勢を養う。

学習の型を伝えながらも、すべてを与え導くのではなく自律調整的な学習を経
験する機会を設けることで、自立した学習者になるための準備とする。

考査等では、結果ではなく、そのプロセスにこだわることを大切にし、学習方略
を生徒自身が立て実行するPDCAのサイクルを確立させるための声掛けを行
う。

面談等で生徒自身の可能性の大きさに気づかせ、キャリアセミナーや総探をと
おして将来を考えた際には、前向きに目標を設定するよう声掛けを行う。

第1学年の取組
学年テーマ
「一燈照隅」

集団の中での自己の存在の
大きさを理解し、多様性を尊
重し、自他ともに成長させる
集団力を醸成する。

第２学年の取組
学年テーマ

「Cha・Cha・Cha」

九重キャンプや関西研修などの学年独自の行事、ＨＲの時間など学年で企画
する時間については、生徒自身が企画･運営する場面・機会を設ける。

部活動や委員会活動、学校行事等に積極的に参加し、前向きに挑戦できる雰
囲気づくりを行う。うまくいかない場面でも粘り強く、ピンチをチャンスに、失敗を
成長に変えるメンタルで果敢に挑める集団を目指す。

集団生活であることを忘れず、生徒間、生徒教員間のコミュニケーションを通じ
て自他ともに成長できる対応について考えさせ、多様性を尊重する姿勢につな
がるような声掛けを行う。

ＨＲや授業など全ての場面で、いじめや差別を許さない、生徒一人一人が安
心・安全な学校生活を送ることができるような環境づくりに努める。

目先の数字等に左右されす
ぎず、前向きに進路目標や職
業選択を考える等、将来を見
据えた学びを継続する。

日々の学びの目的を明確にし、習熟度に応じて、生徒が自ら主体的に学習を
行う。目先の数字（点数・判定等）に左右されすぎず、将来を見据えた学びを継
続的に行えるようにする。

自己管理を徹底するととも
に、お互いを思いやり、安全
安心の中で明るく前向きに集
団生活を送ることができる環
境づくりを行う。

・学校生活アンケート
・いじめアンケート
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・学校生活アンケート
・各行事の振り返りアンケート

朝補習等、自ら希望して申し込んだものに責任をもち、最後まで粘り強く取り組
もうとする態度を育成する。

・進路意識アンケート
・面談シート

福高祭や体育祭等、チームで活動する際は他者を尊重し、決して自己満足で
終わらないような雰囲気づくりを行う。また、関わってきた人に態度や言葉でき
ちんと感謝を伝えられるような人間性を育む。

学年通信を通じて学校生活の状況を保護者に伝えると同時に、様々な生徒や
教員からメッセージを寄稿してもらい、生徒の意欲やモチベーションの向上に繋
げる。

担当副担当と連携して生徒との面談の機会を設け生徒理解に努め、職員間で
も密に情報共有を図り、学年団一丸となって生徒を支援する態勢を整える。

学校行事では最上級生としての矜持をもち、完全燃焼するだけで終わらず、
しっかり切り替えてメリハリをつけて行動できるような集団づくり目指す。

部活動や委員会活動等、自身が興味・関心の高い分野での活動を積極的に支
援し、学校の活性化を図りつつ文武両道を体現させる。

挨拶・身だしなみ・通学時のマナー・スマートフォンの扱い方等、日常生活の些
細な行動でも下級生のお手本となるような態度で過ごすよう適宜声掛けを行
う。

第３学年の取組
学年テーマ
「感恩報謝」

日々の学習に真摯に励み、
受験時のみならず生涯にわ
たって学び続けようとする学
習体力を育成する。

多くの人との関りや支えの中
で生活していることを自覚し、
周囲に感謝の気持ちを持ち
ながら進路実現や自己実現
を目指す。

最上級生として学校全体を牽
引できるよう、下級生の模範
となるような行動を心がけ、
尊敬されるような集団を形成
する。

・学校生活アンケート
・いじめアンケート

面談を通じて、生徒の志望校や学習の取り組む姿勢について振り返りをさせ、
より高い目標を設定したり改善点を明確にできるような契機をつくる。

教科指導では物事の本質を主体的に探究し、常に「なぜ」を意識しながら主体
的に学習に取り組めるような環境が作れるよう、創意工夫を行う。
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